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〈
私
の
〉
海
山
展

●
次
回
予
告

〈
私
の
〉
厨
房
展

２
／
４
〜
５
／
28

最
も
身
近
な
山
、
久
原
山
に
つ
い

て
香
月
は
こ
う
言
っ
た
。「
大
小
何

枚
か
描
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
私
の
里

程
標
と
し
て
描
き
た
い
」
と
。
仙
崎

湾
を
含
む
山
陰
の
海
も
そ
の
里
程
標

に
入
っ
て
い
た
こ
と
は
、
最
後
の
遺

作
の
よ
う
に
な
っ
た
『
雪
の
海
』
が

明
ら
か
に
物
語
っ
て
い
る
。

香
月
を
一
言
で
〈
海
と
山
の
画
伯

で
あ
る
〉
と
し
て
も
決
し
て
的
外
れ

で
は
あ
る
ま
い
。

●
会
期
　
１
／
29

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料

来

館

者

の

声

香
月
泰
男
美
術
館
で
実
施
し
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
来
館
者
の
声

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

山
口
で
会
が
あ
り
、
ポ
ス
タ
ー
を

目
に
し
て
午
後
は
キ
ャ
ン
セ
ル
。
ス

ッ
飛
ん
で
来
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
40
年
前
、
高
校
生
の
頃
。

若
か
っ
た
私
は
、
ぶ
し
つ
け
に
も
ア

ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
も
取
ら
ず
、
始
発

に
乗
り
友
人
と
二
人
で
香
月
先
生
を

訪
ね
ま
し
た
。
先
生
は
突
然
の
失
礼

な
訪
問
に
も
全
く
い
や
な
顔
を
せ

ず
、
１
時
間
ほ
ど
話
を
聞
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
あ
の
時
の
や
さ
し
く
、

し
か
し
き
び
し
い
眼
は
、
今
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

三
隅
を
あ
げ
て
こ
の
様
な
場
所
を

創
ら
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
島
根
県
50
代
男
性
）

●
と
き
／
上
映
作
品

３
／
４

10：

30
〜
　
「
次
郎
長
三
国
志
」

13：

00
〜
　
「
反
逆
児
」

15：

20
〜
　
「
隠
し
砦
の
三
悪
人
」

18：

00
〜
　
「
白
い
巨
塔
」

３
／
５

９：

40
〜
　
「
白
い
巨
塔
」

13：

00
〜
　
「
隠
し
砦
の
三
悪
人
」

15：

50
〜
　
「
次
郎
長
三
国
志
」

18：

00
〜
　
「
反
逆
児
」

●
入
場
料
（
当
日
同
額
）

１
日
券
　
　
５
０
０
円

※
入
場
券
１
枚
で
最
終
上
映
ま
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、
入

場
当
日
の
み
有
効
で
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
③
〜
⑩

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

人
形
を
用
い
て
人
間
の
感
情
を
表

現
す
る
…
詩
情
豊
か
な
、
世
界
に
誇

る
我
が
国
の
伝
統
芸
能
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

・
昼
の
部

「
お
染
・
久
松
　
野
崎
村
の
段
〜

新
版
歌
祭
文
よ
り
〜
」、「
勧
進
帳
」

・
夜
の
部

「
梅
川
・
忠
兵
衛
　
羽
織
落
し
の

段
・
封
印
切
の
段
〜
冥
途
の
飛
脚

よ
り
〜
」、「
鷺
娘
〜
花
競
四
季
寿

よ
り
〜
」

●
と
き
　
３
／
24

昼
の
部
　
14：

00
〜

夜
の
部
　
18：

00
〜

●
入
場
料
（
全
席
指
定
席
）

１
階
席
　
　
　
　
３
、
５
０
０
円

２
階
席
　
　
　
　
２
、
５
０
０
円

桟
敷
席
（
６
名
）１

７
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
　
　
１
、
２
０
０
円

※
当
日
券
は
各
５
０
０
円
増
。
桟
敷

席
は
２
０
、
０
０
０
円
。
高
校
生

以
下
は
２
階
席
の
み
で
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
〜
⑦

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
８
４
６
８

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
大
人
も
夢

中
に
な
る
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
と
、

ひ
と
癖
も
ふ
た
癖
も
あ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
織
り
成
す
異
色
の
傑
作
で

す
。
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
、
少
年

の
家
族
へ
の
愛
情
が
絶
妙
な
ま
で
に

コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
す
る
話
題
作
に
ど
う

ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
２
／
11

10：

00
〜
、
13：

00
〜

16：

00
〜
、
19：

00
〜

●
上
映
作
品

「
チ
ャ
ー
リ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
」

●
入
場
料
（
前
売
り
）

一
　
　
般
　
　
１
、
２
０
０
円

高
校
生
以
下
　
　
　
５
０
０
円

ペ
　
　
ア
　
　
２
、
０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
③
〜
⑩

１
／
９
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

長
門
市
な
ら
び
に
近
隣
市
町
の

小
・
中
・
高
校
生
な
ら
、
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
の
フ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
３
人
程
度
（
ピ
ア
ノ
を
入

れ
た
他
楽
器
演
奏
可
能
）
の
グ
ル
ー

プ
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
事
前
に
事
務
局
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
２
／
12

９：

00
〜

●
会
場
　
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
大
ホ
ー
ル

●
演
奏
時
間

１
人
（
１
組
）

約
５
分
程
度

●
参
加
料
　
　
１
人
　
５
０
０
円

●
申
込
締
切
　
１
／
31

ま
で

※
募
集
要
項
等
は
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

事
務
室
に
あ
り
ま
す

国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
の
特
徴
的

な
取
組
方
針
の
１
つ
と
し
て
、「
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
文
化
環
境
づ
く
り
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
感
性
や
創

造
性
を
養
う
た
め
の
基
盤
づ
く
り
と

し
て
、
子
ど
も
が
参
加
し
や
す
い
体

験
型
の
内
容
を
企
画
す
る
な
ど
、
子

ど
も
が
元
気
は
つ
ら
つ
と
育
つ
文
化

環
境
づ
く
り
に
役
立
て
る
取
り
組
み

を
進
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

国
民
文
化
祭
山
口
県
実
行
委
員
会

で
は
、
国
民
文
化
祭
初
の
取
り
組
み

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
ア
イ

デ
ア
を
実
現
す
る
「
子
ど
も
夢
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
創
設
し
、
長
門
市
か

ら
は
、
向
陽
小
学
校
の
事
業
が
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。

採
択
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
学
校

の
窯
を
使
い
、「
自
慢
で
き
る
学
校
・

地
域
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
児
童
全

員
が
１
人
１
枚
萩
焼
の
陶
板
を
制
作

し
、
そ
れ
を
合
わ
せ
て
陶
壁
に
し
、

展
示
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

向
陽
校
区
に
は
萩
焼
の
窯
元
が
多

く
あ
り
、
ま
た
以
前
か
ら
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
中
で
、
萩
焼
の
制
作

を
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
萩
焼
で

自
分
た
ち
の
自
慢
で
き
る
も
の
や
地

域
の
特
色
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

と
、
こ
の
事
業
を
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

長
門
市
で
開
催
す
る
事
業
も
、
こ

の
取
組
方
針
に
従
っ
て
、「
地
芝
居
の

祭
典
」
で
は
、
俵
山
小
学
校
・
俵
山

中
学
校
の
ご
協
力
で
、
総
合
学
習
の

中
で
歌
舞
伎
の
体
験
学
習
に
取
り
組

ん
だ
り
、「
能
・
狂
言
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
は
、
能
楽
の
体
験
学
習
を
行

う
「
子
ど
も
能
楽
ク
ラ
ブ
」
を
開
催

し
、
長
門
地
域
は
８
名
、
山
口
県
全

体
で
は
約
40
名
の
子
ど
も
た
ち
が
、

11
月
の
本
番
に
向
け
て
、
謡
曲
の
稽

古
を
重
ね
て
い
ま
す
。

残
る
「
み
す
ゞ
夢
空
間
」、「
棚
田

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て
も
、

子
ど
も
た
ち
に
日
頃
で
き
な
い
よ
う

な
経
験
が
で
き
る
機
会
を
提
供
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
８
回
こ
ど
も
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

出
演
者
募
集


